
明
ト
ラanalysis

（
第
７
回
）

明
専
ト
ラ
ン
プ
用
語
研
究
（
そ
の
１
）

♠
ズ
ッ
ペ
の
謎
〈
ス
ペ
ー
ド
は
な
ぜ
ズ
ッ
ペ
に
な
っ
た
？
〉

制
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若
林

澄
治

明
ト
ラ
で
は
、
♠
ス
ペ
ー
ド
を
な
ぜ
、

ズ
ッ
ペ
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
の
か
？

今
も
謎
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。

「
ズ
ッ
ペ
」
の
用
語
が
で
き
て
約
70
年
、

解
か
れ
な
か
っ
た
謎
を
大
胆
に
も
こ
こ
に

解
き
明
か
そ
う
と
挑
戦
し
て
み
ま
し
た
。

興
味
の
あ
る
方
は
ご
一
読
お
願
い
し
ま
す
。

♥
の
呼
び
方
は
英
語
の
ハ
ー
ト
か
ら
ド

イ
ツ
語
の
「
ヘ
ル
」
に
変
化
し
ま
し
た
。

♦
ダ
イ
ヤ
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
）
と
♣
ク
ラ

ブ
の
呼
び
方
は
英
語
の
ま
ま
で
す
。
な
の

に
、
♠
は
英
語
で
も
な
い
、
ド
イ
ツ
語
の

単
語
か
も
知
れ
な
い
「
ズ
ッ
ペ
」
と
訳
の

分
か
ら
な
い
呼
ば
れ
方
を
し
て
い
ま
す
。

①

♠
ス
ペ
ー
ド
の
呼
び
名
は
な
ぜ
、

変
形
さ
れ
た
の
か
？

②

♠
ス
ペ
ー
ド
は
な
ぜ
、「
ズ
ッ
ペ
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
？

当
時
の
時
代
背
景
に
基
づ
き
な
が
ら
、

暗
号
を
解
き
明
か
す
よ
う
に
推
理
し
て
ゆ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ズッペ（スペード）

１
�
ズ
ッ
ペ
の
語
源
が
分
か
ら
な
い

明
専
会
報
755
号
（
１
９
９
９
年
10
月
）

明
専
ト
ラ
ン
プ
特
集
の
黒
木
秀
一
さ
ん（
電

55
）
の
寄
稿
文
「
明
専
ト
ラ
ン
プ
の
ル
ー

ル
」
に
あ
る
「
明
ト
ラ
の
用
語
と
語
源
の

例
」
に
、「
♠
の
呼
び
方：

ズ
ッ
ペ
（
語

源
不
明
）」
と
あ
り
ま
す
。

♠
は
、
昭
和
20
年
（
１
９
４
５
年
）
前

後
で
は
「
ス
ペ
ー
ド
」
と
呼
ん
で
い
た
が
、

昭
和
50
年（
１
９
７
５
年
）時
点
で
は「
ズ
ッ

ペ
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
変
化
し
て
い
た
、

と
の
こ
と
で
す
。
そ
の
ズ
ッ
ペ
の
語
源
が

分
か
ら
な
い
、
と
い
う
謎
で
す
。

正
子
朔
先
輩
（
テ
22：

１
９
４
７
年
）

の
同
じ
号
の
明
専
会
報
寄
稿
文
「
明
専
ト

ラ
ン
プ
考
」
に
は
、

「
昭
和
28
年
（
１
９
５
３
年
）
九
州
工
大

第
１
回
卒
業
生
辺
り
（
入
学：

１
９
４

９
年
）
で
は
ド
イ
ツ
語
で
言
う
の
が
嬉

し
く
て
、
ハ
ー
ト
が
ヘ
ル
に
な
り
、
オ

ド
リ
が
タ
ン
チ
ェ
ン
に
な
っ
た
」

と
記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時

（
１
９
５
０
年
頃
）
一
緒
に
、
♠
ス
ペ
ー

ド
も
ズ
ッ
ペ
に
変
形
さ
れ
た
の
で
は
な
い

か
、
と
推
測
し
ま
す
。

ド
イ
ツ
語
で
カ
ー
ド
ス
ー
ツ
の
呼
名
、

♥
ハ
ー
ト
はH

ertz

（〔H
értz

〕
ヘ
ル
）、

♦
ダ
イ
ヤ
はK

aro

（〔káːro

〕
カ
ロ
）、

♣
ク
ラ
ブ
はK

reuz

（〔krɔY
ts

〕
ク
ロ

イ
ツ
）、
♠
ス
ペ
ー
ド
はPik

（〔piːk

〕

ピ
ク
）
で
す
。
こ
のK

reuz

は
ハ
ー
ケ

ン
ク
ロ
イ
ツ
（H

akenkreuz：

鉤
十
字
）

の
ク
ロ
イ
ツ
で
す
。

ド
イ
ツ
語
に
変
換
さ
れ
た
ス
ー
ツ
の
呼

び
名
は
♥
ヘ
ル
だ
け
で
、
♦
ダ
イ
ヤ
と
♣

ク
ラ
ブ
は
英
語
の
ま
ま
で
す
。
そ
し
て
、

ジ
ョ
ー
カ
ー
は
ド
イ
ツ
語
のT

anzen

（
タ
ン
チ
ェ
ン：

オ
ド
リ
）
に
変
形
さ
れ

ま
し
た
が
、
Ａ
エ
ー
ス
は
「
点
」
と
い
う

意
味
の
ス
ペ
イ
ン
語Punto

（
ポ
ン
タ
）、

ポ
ル
ト
ガ
ル
語Pinta

（
ピ
ン
タ
）〈
＊
１
〉

か
ら
「
ポ
ン
」
に
変
換
さ
れ
た
の
で
は
な

い
か
、
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

＊
注
釈〈
＊
１
〉
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
のPinta

は
先
端

の
意
味
も
あ
り
、
日
本
で
は
「
１
」
の
意
味
に

使
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
例：

ピ
ン（
１
）か
ら
キ

リ（
10
）ま
で
。
ピ
ン（
１
）芸
人
。
京
都
先
斗
（
ポ

ン
ト
）
町
、
等
。

変
形
し
た
用
語
が
あ
れ
ば
し
な
か
っ
た

用
語
も
あ
る
、
ド
イ
ツ
語
に
変
換
し
た
も

の
が
あ
れ
ば
英
語
の
ま
ま
残
し
た
も
の
も

あ
る
。
各
用
語
の
変
形
に
お
け
る
規
則
性

は
な
さ
そ
う
に
見
え
ま
す
。

し
か
し
本
当
に
規
則
性
は
な
い
の
で

し
ょ
う
か
？

い
ろ
い
ろ
な
疑
問
が
い
っ

ぱ
い
湧
い
て
き
ま
す
。

正
子
先
輩
は
、「
ド
イ
ツ
語
で
ス
ペ
ー

ド
の
異
名
はSCH

IPPEN

（
日
本
語
で

シ
ャ
ベ
ル
の
意
）
で
、
こ
れ
か
ら
「
ズ
ッ

ペ
ン
」「
ズ
ッ
ペ
」
と
な
っ
た
も
の
で
あ

ろ
う
」、
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
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し
、SCH

IPPEN

の
発
音
は
﹇ʃÍpən

﹈

（
シ
ッ
ペ
ン
）
で
あ
り
、「SCH

I

」
の
発

音
は
ド
イ
ツ
語
で
も
「
シ
ッ
」
と
澄
ん
で

い
て
、「
ズ
ッ
」
と
は
濁
ら
な
い
た
め
、

こ
の
説
に
は
違
和
感
を
持
ち
ま
し
た
。

ハ
ー
ト
を
ヘ
ル
と
ド
イ
ツ
語
変
換
す
る
の

な
ら
、
ス
ペ
ー
ド
も
単
純
に
ド
イ
ツ
語
変

換
し
て
「
ピ
ク
」
か
「
シ
ッ
ペ
ン
」
に
す

れ
ば
よ
い
と
思
う
の
で
す
が
、
そ
う
で
は

な
く
語
源
不
明
の
「
ズ
ッ
ペ
」
と
変
換
し

た
の
は
何
か
策
略
的
な
目
論
見
が
あ
っ
て

の
こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

２
�
明
ト
ラ
用
語
の
符
丁

明
ト
ラ
用
語
に
は
符
丁
（
隠
語
）
が
か

な
り
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

符
丁
（
隠
語
）
は
仲
間
内
に
の
み
通
用

す
る
言
葉
で
、
集
団
内
で
仲
間
意
識
を
昂

る
役
割
を
持
た
せ
る
こ
と
と
、
言
葉
遊
び

の
性
質
も
あ
り
ま
す
。
ジ
ャ
ズ
メ
ン
仲
間

や
鮨
屋
で
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。
例
え
ば
、

鮨
屋
で
「
し
ゃ
り
」
は
飯
の
こ
と
で
す
が
、

語
源
は
仏
教
の
舎
利
、
火
葬
し
て
焼
け

残
っ
た
人
骨
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
来

て
い
ま
す
。

明
ト
ラ
用
語
は
、
仲
間
で
あ
る
こ
と
の

相
互
承
認
や
、
自
分
た
ち
だ
け
が
知
る
秘

密
め
い
た
世
界
観
を
作
り
出
す
た
め
に
、

遊
び
心
で
面
白
お
か
し
く
言
い
回
し
の
調

子
が
よ
い
符
丁
に
変
換
し
た
の
だ
ろ
う
と

思
い
ま
す
。

明
ト
ラ
で
そ
の
代
表
は
、
タ
ン
チ
ェ
ン

で
す
。
ジ
ョ
ー
カ
ー
は
ド
イ
ツ
語
へ
直
接

変
換
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
（
ジ
ョ
ー
カ
ー
は

ド
イ
ツ
語
で
もJO

K
ER

で
す
）。
プ
レ

イ
で
ジ
ョ
ー
カ
ー
を
出
せ
ば
対
面
は
嬉
し

く
て
踊
り
だ
さ
ん
ば
か
り
に
な
り
ま
す
。

私
の
学
生
時
代
（
１
９
８
０
年
頃
）
に
は

「
さ
ぁ
、
踊
っ
て
み
ろ
」、
ど
う
だ
と
言
い

な
が
ら
カ
ー
ド
を
出
し
ま
し
た
。そ
の「
オ

ド
リ
」
が
ド
イ
ツ
語
の
「
タ
ン
チ
ェ
ン
」

に
変
形
し
ま
し
た
。
遊
び
心
の
あ
る
２
段

変
換
の
符
丁
で
す
。
ジ
ョ
ー
カ
ー
↓
オ
ド

リ
↓
タ
ン
チ
ェ
ン
。
明
ト
ラ
部
外
者
で
こ

れ
を
ジ
ョ
ー
カ
ー
と
分
か
る
人
は
ま
ず
い

な
い
で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
符
丁
は
、
自
分
た
ち
が
気

の
置
け
な
い
仲
間
同
士
で
あ
る
こ
と
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
、
安
心
し
て
心
を
開
き
遊

び
惚
け
ら
れ
る
心
地
よ
い
場
と
時
間
を

作
っ
て
く
れ
ま
す
。

こ
ん
な
符
丁
の
変
換
に
明
ト
ラ
用
語
の

規
則
性
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

３
�
明
ト
ラ
用
語
の
謎
を
解
く

【
規
則
性
そ
の
１
】

ま
ず
、
明
ト
ラ
で
符
丁
化
さ
れ
た
用
語

に
つ
い
て
、
規
則
性
を
見
つ
け
て
ゆ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

重
要
度
の
高
い
カ
ー
ド
は
、
い
じ
ら
れ

て
符
丁
（
隠
語
）
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
タ

ン
チ
ェ
ン
（
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
）、
Ａ：

ポ
ン（M

ax

カ
ー
ド
）、
Ｋ：

ゴ
ン
グ（
ハ

イ
カ
ー
ド
）、
♥：

ヘ
ル
（
最
強
ス
ー
ツ
）。

重
要
度
の
高
い
カ
ー
ド
の
た
め
、
プ
レ
イ

の
場
に
お
い
て
口
頭
で
言
い
交
わ
さ
れ
る

頻
度
が
高
く
、
口
調
の
良
い
仲
間
内
だ
け

が
分
か
る
表
現
（
符
丁
）
に
変
形
さ
れ
て

い
っ
た
の
だ
と
推
測
し
ま
す
。

そ
の
た
め
、
重
要
度
の
高
く
な
い
カ
ー

ド
は
英
語
そ
の
ま
ま
に
し
て
い
じ
っ
て
い

ま
せ
ん
。
Ｑ：
ク
ィ
ー
ン
、
Ｊ：

ジ
ャ
ッ

ク
、
♦：

ダ
イ
ヤ
、
♣：

ク
ラ
ブ
は
、
省

略
は
あ
り
ま
す
が
そ
の
ま
ま
の
英
語
で
す
。

従
っ
て
、
一
番
弱
い
ス
ー
ツ
の
♠：

ス

ペ
ー
ド
も
い
じ
ら
ず
に
英
語
の
ま
ま
で
よ

さ
そ
う
で
す
。
な
の
に
、
♠
ス
ペ
ー
ド
の

用
語
を
い
じ
っ
た
の
は
い
っ
た
い
何
故
な

の
か
？

大
き
な
疑
問
に
な
り
ま
す
。

４
�
明
ト
ラ
用
語
の
謎
を
解
く

【
規
則
性
そ
の
２
】

な
ぜ
♠
ス
ペ
ー
ド
は
変
形
さ
れ
た
の

か
？

そ
の
謎
を
解
く
た
め
、
さ
ら
に
明

ト
ラ
用
語
の
規
則
性
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

強
度
の
最
も
高
い
カ
ー
ド
は
（
最
強
の

タ
ン
チ
ェ
ン
を
除
い
て
）
い
ず
れ
の
カ
ー

ド
も
日
本
語
発
音
で
、
２
音
節
に
な
っ
て

い
ま
す
。
♥
は
３
音
節
の
「
ハ
ー
ト
」
か

ら
２
音
節
の
「
ヘ
ル
」
へ
、
Ａ
は
３
音
節

の
「
エ
ー
ス
」
か
ら
２
音
節
の
「
ポ
ン
」

へ
変
形
さ
れ
ま
し
た
。

極
め
つ
け
は
、
４
音
節
の「
ノ
ー
ト
ラ
」

が
掟
破
り
で
、
２
音
節
の
「
ト
ラ
」
に
変

形
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。「
ノ
ー
ト
ラ
」

を
「
ト
ラ
」
と
変
形
す
る
の
は
意
味
が
全

く
逆
と
な
り〈
＊
２
〉、
ゲ
ー
ム
の
概
念
上

ご
法
度
だ
っ
た
は
ず
で
す
。
正
子
先
輩
は

「
ト
ラ
」
を
「
ノ
ー
ト
ラ
」
表
現
へ
戻
す

よ
う
強
く
訴
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
敢
え

て
、「
ト
ラ
」
に
変
形
し
た
の
は
２
音
節

へ
の
統
一
に
拘
っ
た
か
ら
で
、
音
節
数
の

最後の晩餐後に明トラに熱中、
裏切り者は誰だ！
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規
則
性
を
構
築
し
た
か
っ
た
の
が
見
て
取

れ
ま
す
。
同
じ
く
４
音
節
の「
切
り
札（
き

り
ふ
だ
）」
は
２
音
節
の
「
キ
リ
」
に
省

略
さ
れ
ま
し
た
。

つ
ま
り
、
強
い
カ
ー
ド「
Ａ
ポ
ン
」、「
ト

ラ
」、「
♥
ヘ
ル
」、「
キ
リ
」、「
正
（
セ
イ
）」、

「
裏
（
ま
た
は
副
）」
は
勢
い
の
よ
い
２
音

節
で
す
。
こ
れ
は
麻
雀
で
、
碰
（
ポ
ン
）、

吃
（
チ
ー
）、
栄
（
ロ
ン
）、
ド
ラ
な
ど
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
で
攻
撃
的
な
用
語
は
２
音
節

で
あ
る
こ
と
か
ら
も
共
通
性
の
あ
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。

＊
注
釈〈
＊
２
〉
正
式
な
カ
ー
ド
用
語
で
は
、「
ト

ラ
」
は
ト
ラ
ン
プ
（
キ
リ
札
）
の
略
称
で
す
。
本

来
「
ノ
ー
ト
ラ
」
が
キ
リ
札
無
し
、
の
意
味
で
す
。

次
に
強
い
カ
ー
ド
「
Ｋ
ゴ
ン
グ
」、「
Ｑ

ク
ィ
ー
ン
」、「
♦
ダ
イ
ヤ
」、「
♣
ク
ラ
ブ
」

は
少
し
お
と
な
し
め
の
３
音
節
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
麻
雀
で
、
平
和
（
ピ
ン

フ
）
や
混
全
帯
么
九
（
チ
ャ
ン
タ
）
な
ど

地
味
な
手
が
３
音
節
で
あ
る
こ
と
と
共
通

性
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
、
４
音
節
の「
Ｑ

ク
イ
ー
ン
」
が
３
音
節
の
「
Ｑ
ク
ィ
ー
ン
」

に
変
形
し
て
い
ま
す
。

「
タ
ン
チ
ェ
ン
」
は
最
強
カ
ー
ド
の
た

め
、
も
っ
た
い
ぶ
っ
て
４
音
節
に
し
て
長

め
で
重
厚
感
、
別
格
の
特
別
感
を
出
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
麻
雀
で
、
満
貫
（
マ
ン

ガ
ン
）、
役
満
（
ヤ
ク
マ
ン
）、
ド
ラ
ド
ラ

な
ど
、
ど
う
だ
と
言
わ
ん
ば
か
り
の
ド
級

の
手
が
４
音
節
で
あ
る
こ
と
と
共
通
し

ま
す
。

し
か
し
、
♠
ス
ペ
ー
ド
は
一
番
弱
い

ス
ー
ツ
カ
ー
ド
な
の
に
４
音
節
で
お
こ
が

ま
し
い
と
思
わ
れ
た
か
、
弱
い
カ
ー
ド
に

４
音
節
を
使
う
の
は
長
く
て
ま
ど
ろ
っ
こ

し
い
と
考
え
ら
れ
た
で
し
ょ
う
。
♣
ク
ラ

ブ
同
様
の
３
音
節
に
変
形
さ
せ
る
必
要
性

が
あ
り
ま
し
た
。

♠
ス
ペ
ー
ド
の
ド
イ
ツ
語
、Pik

（
ピ

ク
）
は
２
音
節
、Schippen

（
シ
ッ
ペ
ン
）

は
４
音
節
の
た
め
具
合
が
悪
い
。
当
時
の

明
ト
ラ
使
い
た
ち
は
３
音
節
に
な
る
ス

ペ
ー
ド
の
符
丁
を
探
し
出
そ
う
と
し
ま

し
た
。

一
方
、
♦
ダ
イ
ヤ
は
ド
イ
ツ
語
で
「
カ

ロ
」
と
２
音
節
、
♣
ク
ラ
ブ
は
ド
イ
ツ
語

で
「
ク
ロ
イ
ツ
」
と
４
音
節
の
た
め
、
日

本
語
音
節
数
の
拘
り
か
ら
も
ド
イ
ツ
語
変

換
は
せ
ず
、
３
音
節
の
英
語
表
現
の
ま
ま

残
し
ま
し
た
。

５
�
♠
ズ
ッ
ペ
の
謎
を
解
く

ロ
シ
ア
の
作
家
プ
ー
シ
キ
ン
が
著
し
た

「
ス
ペ
ー
ド
の
女
王
」（
１
８
３
４
年
発
表
）

と
い
う
小
説
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

ド
イ
ツ
人
の
工
兵
士
官
ヘ
ル
マ
ン
が
自

分
の
野
心
を
実
現
す
る
た
め
に
、
伯
爵
夫

人
の
亡
霊
と
闇
取
引
き
し
た
。
カ
ー
ド
の

勝
ち
札
を
事
前
に
教
え
て
も
ら
い
、
借
金

し
た
大
金
で
カ
ー
ド
賭
博
（
フ
ァ
ロ
）
に

挑
む
。
最
後
の
大
勝
負
で
♠
ス
ペ
ー
ド
の

Ａ
に
賭
け
て
大
当
た
り
し
た
は
ず
だ
っ
た
。

し
か
し
、
ヘ
ル
マ
ン
は
直
前
に
取
引
の
約

束
を
破
っ
て
し
ま
い
、
手
元
カ
ー
ド
は

怒
っ
た
亡
霊（
伯
爵
夫
人
）の
顔「
ス
ペ
ー

ド
の
女
王
（
Ｑ
♠
）」
に
入
れ
替
わ
り
、

全
て
を
失
い
破
滅
す
る
。

スペードの女王（Ｑ♠）

幻
想
的
、
ロ
マ
ン
的
物
語
で
す
。
こ
れ

を
ロ
シ
ア
語
で
オ
ペ
ラ
（
歌
劇
）
に
し
た

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
作
曲
の
「
ス
ペ
ー
ド

の
女
王（П

иковая
дама

）」（
１
８
９
０

年
初
演
）
は
名
作
で
、
ロ
シ
ア
オ
ペ
ラ
の

代
表
的
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。

明
ト
ラ
用
語
が
全
般
的
に
符
丁
へ
変
形

さ
れ
て
い
っ
た
の
が
１
９
５
０
年
頃
で
す
。

同
じ
こ
ろ
、
映
画
「
ス
ペ
ー
ド
の
女
王
」

（
イ
ギ
リ
ス
制
作
）
が
日
本
で
劇
場
公
開

さ
れ
て
い
ま
す
（
１
９
５
０
年
６
月
）。

こ
の
名
作
映
画
を
観
た
で
あ
ろ
う
明
ト
ラ

用
語
の
符
丁
変
換
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
た

明
ト
ラ
使
い
た
ち
は
、
こ
の
作
品
に
引
っ

掛
け
て
、「
ス
ペ
ー
ド
」
を
符
丁
に
変
換

す
る
ア
イ
デ
ア
を
思
い
描
い
た
は
ず
で
す
。

こ
の
作
品
名
に
関
連
す
る
よ
う
な
、
皆

が
知
っ
て
い
る
著
名
人
の
名
前
を
符
丁
に

す
る
２
段
変
換
の
遊
び
心
あ
る
ア
イ
デ
ア

で
は
ど
う
か
。〈
ス
ペ
ー
ド
〉↓〈
ス
ペ
ー

ド
の
名
の
つ
い
た
作
品
名
〉↓〈
そ
の
作
品

の
作
者
名
〉＝

「
ス
ペ
ー
ド
の
符
丁
」
で
す
。

プ
ー
シ
キ
ン
や
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
は
ロ

シ
ア
人
で
ド
イ
ツ
関
わ
り
が
薄
く
、
音
節

が
３
音
節
を
超
え
て
長
過
ぎ
、
ス
ペ
ー
ド

の
符
丁
に
そ
ぐ
わ
な
い
。
さ
て
、
ど
う
し

た
も
の
か
。

こ
の
原
作
を
オ
ペ
レ
ッ
タ（
喜
歌
劇
）に

仕
上
げ
た
作
曲
家
が
い
ま
し
た
。
オ
ー
ス

ト
リ
ア
の
作
曲
家Franz

von
Suppé

（1819-1895

）で
す
。Suppé

は
、
オ
ペ

レ
ッ
タ
（
喜
歌
劇
）
と
そ
の
序
曲
の
作
曲

家
と
し
て
有
名
で
、「
ウ
ィ
ン
ナ
・
オ
ペ

レ
ッ
タ
の
父
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
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Suppé

作
曲
「
軽
騎
兵
序
曲
」
は
皆
さ

ん
、
小
学
校
の
音
楽
鑑
賞
の
授
業
で
聴
か

れ
た
こ
と
が
あ
る
で
し
ょ
う
。黒
沢
明「
影

武
者
」
の
映
画
挿
入
曲
や
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ア
ニ
メ
「
ミ
ッ
キ
ー
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」

（
１
９
４
２
年
公
開
）
に
使
わ
れ
て
ご
存

じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。Suppé

は
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
（
喜
歌
劇
）「
ス
ペ
ー

ド
の
女
王
（Pique

D
am
e

）」（
１
８
６
４

年
初
演
）
を
ド
イ
ツ
語
の
台
本
で
作
曲
し

ま
し
た
。

そ
し
て
、
シ
ョ
ル
テ
ィ
指
揮
、
ロ
ン
ド

ン
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
演
奏
、

１
９
５
１
年
録
音
の
「
ス
ペ
ー
ド
の
女
王

序
曲
」
が
日
本
に
も
紹
介
さ
れ
、
符
丁
探

索
に
悩
ん
で
い
た
明
ト
ラ
使
い
た
ち
の
ア

イ
デ
ア
に
ピ
タ
リ
と
は
ま
り
ま
し
た
。

Suppé

は
、
英
語
読
み
で
は
「
ス
ッ

ペ
」
で
す
が
、
ド
イ
ツ
語
の
発
音
で
は

「
ズ
ッ
ペ
」﹇zʊˈpeː,

ˈzʊpe

﹈
で
す
。
日

本
で
は
一
般
に
「
ス
ッ
ペ
」
と
表
記
さ
れ

ま
す
が
、「
ズ
ッ
ペ
」
の
表
記
も
あ
り
ま

す
。
明
ト
ラ
使
い
た
ち
は
当
然
、
ド
イ
ツ

語
読
み
の
「
ズ
ッ
ペ
」
に
着
目
し
た
は
ず

で
す
。

つ
ま
り
、
オ
ペ
レ
ッ
タ
「
ス
ペ
ー
ド
の

女
王
」
の
作
曲
家
ズ
ッ
ペ
の
名
前
か
ら
、

４
音
節
の
♠
ス
ペ
ー
ド
を
３
音
節
の

「
ズ
ッ
ペ
」
と
い
う
呼
び
名
へ
の
変
形
で

す
。「

♠
ス
ペ
ー
ド
」➡

「
ス
ペ
ー
ド
の
名

の
つ
い
た
作
品
名
」➡

「
そ
の
作
曲
者
名
」

つ
な
が
り
の
２
段
変
換
で
、
ド
イ
ツ
語
名

作
曲
家
「
ズ
ッ
ペ
」
の
符
丁
に
変
形
し
た

の
で
す
。

こ
こ
に
、長
く
不
明
で
あ
っ
た「
♠
ズ
ッ

ペ
の
謎
」
が
解
け
ま
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

【
参
考
資
料
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﹇
資
料
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楽
譜
（
表
紙
１
８
６
４
年
）﹈

Franz
von
Suppé

作
曲

〈Pique
D
am
e
O
verture

〉

「
ス
ペ
ー
ド
の
女
王
序
曲
」楽
譜（
表
紙
）Suppé “スペードの女王 序曲”楽譜

﹇
資
料
２：

音
源（
１
９
５
１
年

録
音
）﹈

Franz
von
Suppé

作
曲

〈Pique
D
am
e
O
verture

〉

「
ス
ペ
ー
ド
の
女
王
序
曲
」

サ
ー
・
ゲ
オ
ル
グ
・
シ
ョ
ル
テ
ィ
指
揮

ロ
ン
ド
ン
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団

（
１
９
５
１
年
録
音
）

“スペードの女王序曲” ショルティ指揮 LPOレコードジャケット
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＊
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＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

好
き
勝
手
に
変
形
さ
れ
た
よ
う
に
み
え

る
明
ト
ラ
用
語
は
、
実
は
規
則
性
に
拘
っ

て
言
葉
の
美
学
が
追
求
さ
れ
た
も
の
で
し

た
。
明
ト
ラ
の
世
界
観
を
オ
リ
ジ
ナ
ル
用

語
で
構
築
し
て
い
ま
す
。
特
に
ズ
ッ
ペ
は

大
き
な
謎
を
後
世
に
残
し
ま
し
た
が
、
２

段
変
換
で
符
丁
化
し
た
「
ズ
ッ
ペ
」
は
言

葉
遊
び
の
極
致
で
、
明
ト
ラ
用
語
の
白
眉

と
言
え
ま
す
。

明
ト
ラ
用
語
に
は
後
一
つ
、
出
ど
こ
ろ

の
よ
く
分
か
ら
な
い
カ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。

ゴ
ン
グ
（
Ｋ
）
で
す
。
こ
れ
も
明
専
会
報

755
号
（
１
９
９
９
年
10
月
）
明
専
ト
ラ
ン

プ
特
集
号
に
、「
語
源
不
明
」
と
記
さ
れ

て
い
ま
す
。
い
つ
か
、「
Ｋ
（
ゴ
ン
グ
）

の
謎
」
に
つ
い
て
も
解
き
明
か
し
て
ゆ
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
何
か
情
報
を
お

持
ち
の
方
は
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

そ
の
時
が
来
た
ら
発
表
い
た
し
ま
す
。

（
倉
敷
ふ
る
さ
と
大
使
、（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）

四
谷
ブ
リ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー
役
員
）
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